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あらまし：学習対象言語を日本語，媒介言語を英語として，対象言語における表現の仕方の使用例を，媒

介言語による意味表現と共に句構造で提示して比較対照させる第二言語学習支援システムを構築してい

る．システムは，テキストの句構造表示データを用意し，それに基づき表現の仕方に関する句構造コーパ

スと表現同士の関連性リンクを作成する．表現型穴埋め，作文，読解課題を作り出し，その解決を表現型

とコーパスによる使用例の検索や関連性リンクにより，表現型の使い方や表現作成，表現解読の自律学習

を支援する． 
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1. はじめに 

我々は，音声を含めて理解と生成のいずれの学習

も，言語の句構造に基づいて行われるという仮説に

基づき，句構造表示に導かれた第二言語学習支援の

環境を提案してきた(1)(2)(3)．本稿では学習対象言語

を日本語，媒介語を英語とし，課題を作成して，そ

の解決を，関連表現の使用例を検索して，媒介言語

による意味表現と共に句構造で提示される使用例の

比較を行わせることで，自律学習を支援する第二言

語学習支援システムを提案する． 

 

2. 対象言語表現と媒介言語表現の句構造を表

示する学習支援 

句に主辞が置かれ，それを修飾，説明する複数の

句を主辞の前あるいは後に置いて句を作ることを階

層的に繰り返すことで，あらゆる言語における文は

作られている(4)(5)．主辞には，かかられて完結する

主辞と，かかる句とかかられる主辞の間の関係を指

示する機能的な主辞がある．また，語の単位が複合

したものを主辞とすることも多い．句構造を表示す

るには，主辞を載せたパネルの上にそれにかかる句

のパネルを載せることを階層的に繰り返す(6)(2)(3)． 

言語教育は，表現意図と表現の形の使い方の間の

マッピングを訓練することであるが，対象言語の句

構造と媒介語訳文の句構造を並べて，対象言語の句

構造に対応する媒介語の句構造を対応表示すれば，

（多少の訓練により）媒介語の階層的句構造が持つ

意味へのマッピングができる学習者には，対象言語

のその部分の表現意図と表現形の対応が伝わること

なる．学習対象の日本語文に対し，英語の対訳文を

予め用意し，その構文解析結果によって生成したデ

ータを基にして，テキストの形態素/単語をその並び

のままに取り込んだパネルの階層データを作り，そ

の表示によって，両言語における句構造と言語間で

の対応を視覚的に提示する． 

 

3. 表現型の句構造マッチングに基づく句構造

コーパス 

対象言語のテキスト内に登場する表現型は先行研

究(7)(8)を基にして，使用例の句構造に関連付けて，

キーとなる表層と品詞指定をふくむ句構造として分

類定義し，XML形式のライブラリを作る仕組み，ま

た，句構造表現されたテキストへのマッチングによ

り，各表現型の使用例のテキスト句構造上の位置と

構造を XML 形式で登録した「表現型使用例句構造

コーパス」を用意する仕組みを開発した．なお，表

現型の仕分けに，主辞の品詞のほか，意味カテゴリ

が必要な場合は表現型に，手作業で付加する（たと

えば，いる/ある，を animate/inanimateで使い分ける

など）．また，普通は文法として扱われることがらも，

表現型として扱うこととした． 

 

4. 句構造コーパスによる学習支援 

学習者は句構造コーパスを用いて，テキスト中に

ある同一または関連した表現型を含む部分構造を検

索し，英語文の句構造を参照しながら日本語文の句
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構造を比較することによって帰納的に表現の作り方

と使い分けを学習できる． 

また，英語文の句構造と，日本語文を構成する主

な形態素リストを見せて，作文させる表現作成課題，

あるいは，日本語文を与えて，その上で句構造を作

らせ，含まれる表現型を指定させるような表現解読

課題については，学習者は，表現型のリストあるい

は日本語学習テキストの中の句にかかわる表現型を

選んで，その使用例をコーパスから引き，それを比

較対照することで，使うべき表現型，あるいは使わ

れている表現型を決めるための支援を学習の足場か

けとして受けることができる． 

 

  
 

      図 1 句構造コーパスを用いた検索 

 

 

図 2 句構造を用いた表現検索結果 

 

4.1 表現型の使い方の学習支援 

学習者に，テキスト中に設けられた互いに関連性

のある表現の穴を埋めさせる課題をあたえ，正解は

与えずに，穴の周辺の語や，その品詞や意味カテゴ

リ含む表現型の使用例コーパスの検索をヒントにし

て解答させ，その結果に正誤を与え，比較による帰

納的な汎化を行わせることにより，使いわけを学習

するのを支援する． 

4.2 日本語表現作成支援 

句構造表示を行なった教材テキストの中の一文を

形態素に分解し，場合によっては余分な機能形態素

も加え，それをランダムに並べて提示し，学習者は

一覧から選んで正しく文章になるように並び替える

作文課題の解答中に，チェックボタンを押すと，学

習者が並べた形態素の列の中で，句構造が原文に一

致する部分について合体させて構造表示を行なう． 

こうして出来たマクロな部品の並び替えを階層的

に行なわせることにより，再現作文を支援する． 

局所的句構造の主辞とすべき語の組み合わせある

いはその品詞や意味カテゴリで，関連表現の検索を

させ，正解は与えずに，表現使用例コーパスの比較

をヒントに，汎化させた使い分けを基にして，作成

すべき表現を判断させる． 

4.3 日本語表現解読支援 

日本語学習テキストの表現解読問題では，学習者

に，テキスト上で句構造を再現させる．そのための

支援として，正解を与えずに，語あるいはその品詞

や意味カテゴリで，表現型とその使用例コーパスを

検索比較させることで，句構造関係を見つけるのを

支援する．完結的主辞を指摘させて正しければ，そ

こに係る句の完結的主辞の全てを指摘させ，正しけ

ればその階層の句構造を再現表示する．各階層で，

対応する媒介語表現の句構造も示して意味的に支援

する． 

 

5. まとめと今後の課題 

日本語の学習環境として開発した２つのインフラ，

即ち，日本語のテキストと学習者の母語あるいは媒

介語によるその対訳を，同様な階層的句構造で並列

表示し，テキストの句構造と意味の対応を支援する

仕組みと，学習者の要求した箇所に含まれる表現型

あるいは関連した表現型の使用例コーパスを検索さ

せ，その比較により，表現の使い分けを帰納的に獲

得させる仕組みを用いて，表現穴埋め問題，表現作

文課題，表現読解を支援する学習シナリオを提案し

た．これらの支援に対する評価実験を予定している． 
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